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①タイトル 初めておくすりを飲む赤ちゃんへのフォローアップ

②カテゴリー
□処方薬の変更・追加・増減量 用法・用量・使用方法 副作用・相互作用 服薬アドヒアラン
ス不良 □その他

③患者背景
年齢 7ヶ月 性別 女児

現病名 診療科名

④処方情報
プランルカストDS、メキタジンシロップ：1日2回朝夕食後 7日分
チぺピジンシロップ、カルボシステインシロップ：1日3回毎食後 7日分
ツロブテロールテープ0.5mg 1日1回就寝前 胸部に貼布

⑤来局時の患者情報
離乳食（1日2回） ミルク使用
薬を飲むのは初めて、咳で吐き出してしまう、母親も初めてのことで不安

⑥フォローアップの理由
とプラン

薬が初めてなので、服用や外用の使用法などに問題が無いかを確認したい。
翌日に電話

⑦フォローアップ内容

薬を口に入れても吐き出してしまい、うまく飲めていない。薬はぬるま湯に溶かして飲ませていた。
飲ませる方法として、離乳食に混ぜる方法を提案。お腹がいっぱいだと飲んでくれないこともあるので食前も
可能であることを説明。薬を吐き出してしまっても、追加服用はしないように説明。
2日後に母親からTEL：朝の分の薬が遅くなって（9時）しまった。これから（11時）おやつを食べるが、お
昼の分を飲ませてもいいか？⇒間隔が短くなってしまうので昼の分はすぐには飲まず、4時間以上の間隔をあ
けて、13時以降に服用させてください。お昼の分はお茶等を飲ませる時に混ぜたりしても構いません。

⑧処方医へのフィード
バック内容

□ フィードバックしなかった
□フィードバックした（内容： ）

⑨やってみた感想

• 月齢と食事状況の把握：食事内容や回数に合わせた、服薬方法の工夫が必要。
• 服薬タイミングと間隔の説明：食事タイミングを活用しつつ、服薬間隔が短くなる場合への配慮も重要。
• 相談しやすい環境づくり：初回フォローにより相談のハードルが下がり、自己判断での服用を防ぐことが
できた。
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